
令和8年度教育委員会 主要施策の概要

柱１ 夢と生きる力を育む 柱２ 学びの基盤を支える

新 企業等と連携し、 STEAM教育
の特性を生かして、社会問題の
発見および解決策の検討を通じ
た探究的な学びを充実

新 農・工・商等の専門学習を深化させるとともに、地域課題の
解決に向けた取組を通じて、産業人材の育成を目指す

新 老朽化した県立学校施設を対象に校舎のフルリノベーション
（大規模改修）を行う

〇 これからの時代における本県高等学校教育の振興に向けた
県立高校の在り方の検討

新 ワーク・ライフ・バランス枠教員の年度当初からの配置による欠員発生抑制
と補充者確保に係る調整体制の強化

〇 教員業務支援員（スクール・サポート・スタッフ）および副校長・教頭マネ
ジメント支援員の配置拡充

新 教職員を守るためのカスタマーハラスメント対策の推進（県立学校電話機
録音機能追加等）

〇 インクルーシブ教育システムの構築をめざし、児童生徒への支援体制の充実
を図るとともに、副次的な学籍制度等を推進

〇 高等学校における特別支援教育の充実のため、校内支援体制の強化やユニ
バーサルデザインの視点に立った授業づくり等を推進

新 県立特別支援学校の分離新設校の建築設計の実施

■魅力と活力ある県立高等学校づくり

柱３ みんなで学びに関わる
滋賀県教育大綱基本目標：未来を拓く心豊かでたくましい人づくり

〇 いじめや不登校等の課題に対応するため、スクールカウンセラー、スクール
ソーシャルワーカー、校内教育支援センター支援員の配置を拡充

〇 帰国・外国人児童生徒の公立学校への受入促進、日本語指導の充実等

■特別支援教育の充実

■子どもも教職員も笑顔あふれる学校づくり（働き方改革の推進）
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国スポ障スポのレガシーを活かしたインターハイに。
暑熱対策等の環境整備を行った上で、 「する・みる・
ささえる」関わりで高校生と共に大会を盛り上げる新 グローバルな視点とローカルな視点を持って社会課題を解決する人材の

育成に向けた高校生の留学支援

〇 言語活動の充実、1人1台端末の効果的な活用、学び方を身に付ける指導に
より「学ぶ力」の向上を図るとともに、科学やテクノロジーに触れる体験を通じて
科学への興味・関心を高める
〇 子どもの声が反映される学校・園づくりの実践研究の推進
新 社会教育士の資質向上に取り組み、地域におけるワクワクした子どもの体験
活動の実施につなげる
新 市町立小学校等における学校給食費の抜本的な負担軽減

■確かな学力、豊かな心、健やかな体の育成

新 中学校部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進に係る
市町への補助を実施

新 文化部活動コーディネーターの配置により、市町や文化団
体等と連携し、新たな地域クラブ活動への展開を推進

■中学部活動の地域展開・地域連携の推進

■高校生の心に残るインターハイの開催
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■高校生の留学支援
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■滋賀まるごと「こども としょかん」

新 子どもたちの読書への関心を高めるため、図書館や司書の
仕事に触れる場を提供

新 読書への関心を高めてすそ野を広げるため、地域の書店が
図書館等と連携して実施する取組を支援

■多様な教育ニーズへの対応
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